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ここで､GOOは時間の増加する分枝(o:+)と減少する分枝(o:I)からなる2x2の行列の
形で表わきれ､次の Dyson方程式を満足する
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ただし,時刻も行列の足として考え,行列の穣を




Gr tt.t') - iGrN(.･iLN)-1(Ga-L),
GL-1 t.tI)革ま(Gr+L=1◆iLN)-lea t



















主 G言k` t - t -'n:G言k(t: t'-'三 一P(0'/ 't-tT･iO , ･ (20,■
に窺われるが､Gr/aから作られる局所グリーン関数は､電子系の時間の尺度(1/D)より長
い時間間隔に対 し七急に小さくなる｡従ってGrを次の様に近似する事ができる :









G;◆ 王1-【1･帝 l(t･,HF入(t･t',SI(t･, 【,･T入(t･･,'帝 , (24'
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ここで､すべての行列はフェル ミエネルギーでの値をとるこ
するon･ShellのS-行列 :
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p(∈)t eQ-1 ∫ (34)
となる.
この様な特殊な時間依存性ではなく一般の場合でも､散逸エネルギーの平均値AEは
Ae-itNA･'0,‡一旗 Tr{S 十(t,主(t,}2･ .,5,
と簡単になる . しかし､一般のDebye-Ualler田子は(30)式の初めの2項から出て来る為､
今のところ簡単な表式は得られていない｡問題は異なる時刻における△が可換でない事に
因るが､その交換関係がどの様な寄与をするのかは研究中である.
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